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教
きょう
科
か
書
しょ
会
かい
話
わ
からの脱

だっ
出
しゅつ

教
きょう
科
か
書
しょ
の会
かい
話
わ
と実
じっ
際
さい
の日

に
本
ほん
人
じん
の会
かい
話
わ
が

ちがっているために学
がく
習
しゅう
者
しゃ
を混
こん
乱
らん
させる

ことがよくあります。実
じっ
際
さい
は、初

しょ
級
きゅう
レベ

ルの日
に
本
ほん
語
ご
なのに何

なに
かが違

ちが
うために学

がく
習
しゅう

者
しゃ
にはむずかしい、教

きょう
科
か
書
しょ
で習
なら
った日

に
本
ほん

語
ご
と違
ちが
うと感

かん
じさせてしまうことがあり

ます。この教
きょう
科
か
書
しょ
には、教

きょう
科
か
書
しょ
で習
なら
った

日
に
本
ほん
語
ご
と実

じっ
際
さい
の話

はな
し言

こと
葉
ば
の違

ちが
いに戸

と
惑.
まど

わないようにするための会
かい
話
わ
のルールが

整
せい
理
り
されています。日

に
本
ほん
で生

せい
活
かつ
しながら

日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
している人

ひと
はもちろん、海

かい

外
がい
で勉

べん
強
きょう
してこれから日

に
本
ほん
で生

せい
活
かつ
しよう

とする人
ひと
にも役

やく
立
だ
つでしょう。

整
せい
理
り
された会

かい
話
わ
のルール

教
きょう
科
か
書
しょ
は三
みっ
つのパートに分

わ
かれていま

す。PART1 音
おと
の変
へん
化
か
、PART2 会

かい
話
わ
の形
けい

式
しき
、PART3 会

かい
話
わ
の目
もく
的
てき
です。各

かく
PART

の内
ない
容
よう
は右
みぎ
の目
もく
次
じ
を見

み
てください。

まず、その課
か
で勉

べん
強
きょう
することの説

せつ
明
めい

（英
えい
訳
やく
付
つ
き）があり、2～3往

おう
復
ふく
の会
かい
話
わ
例
れい
、

練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
、聞

き
き取

と
り練
れん
習
しゅう
と続
つづ
きます。初

しょ

級
きゅう
終
しゅう
了
りょう
程
てい
度
ど
の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
でも無

む
理
り
なく学

がく
習
しゅう
で

きるように、漢
かん
字
じ
には必

ひつ
要
よう
に応
おう
じてルビ

がふられ、また、会
かい
話
わ
例
れい
や練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
で使
つか

われている語
ご
彙
い
も初
しょ
級
きゅう
終
しゅう
了
りょう
程
てい
度
ど
におさえ

てありますので、会
かい
話
わ
のルールだけに専

せん

念
ねん
して勉

べん
強
きょう
できます。各

かく
課.
か
は2 時

じ
間
かん
ぐ

らいで勉
べん
強
きょう
できるようになっています。

楽
たの
しい聞

き
き取

と
り練
れん
習
しゅう

聞
き
き取

と
り練
れん
習
しゅう
の会
かい
話
わ
はとても工

く
夫
ふう
され

ています。必
ひつ
要
よう
に応
おう
じて効

こう
果
か
音
おん
が入
はい
って

いますし、会
かい
話
わ
を聞

き
き終

お
わったときに思

おも

わず笑
わら
ってしまうような楽

たの
しい会

かい
話
わ
にし

てあります。学
がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
をはっきりさせる

ために多
た
少
しょう
話
はな
し方
かた
に不

ふ
自
し
然
ぜん
さはあります

が、あまり気
き
にならないでしょう。付

ふ
属
ぞく

のテープには、会
かい
話
わ
、その内

ない
容
よう
について

の質
しつ
問
もん
が録
ろく
音
おん
されています。

使
つか
い方
かた
いろいろ

PART1、PART2 は、

もし手
て
に入
はい
るならばビデ

オ（ビデオ教
きょう
材
ざい
だけでな

く、日
に
本
ほん
のテレビドラマ

や映
えい
画
が
など）やまんがを

いっしょに使
つか
うといいで

しょう。音
おと
がどのように

変
へん
化
か
しているか、どんな

助
じょ
詞
し
が話

はな
し言

こと
葉
ば
で省

しょう
略
りゃく
さ

れるかなどのタスクを与
あた

えて練
れん
習
しゅう
することができ

ます。PART3 では、各
かく

課
か
の学
がく
習
しゅう
内
ない
容
よう
に適

てき
した場

ば

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関
かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の

先
せん
生
せい
方
がた
の声
こえ
をよく聞

き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
していきます。紙

し
面
めん
の制
せい
約
やく
上
じょう
、一
いっ
回
かい
に多
おお

くの本
ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか
いやすい教

きょう
材
ざい
」

「授
じゅ
業
ぎょう
や研
けん
究
きゅう
の役
やく
に立

た
つ本
ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

『なめらか日
に
本
ほん
語
ご
会
かい
話
わ
』

❝日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
での会

かい
話
わ
に必

ひつ
要
よう
なルールが学

まな
べる教

きょう
科
か
書
しょ

❞
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てい
価
か
（税
ぜい
込
こみ
）mその他

た

面
めん
を与
あた
えて、ロールプレイをさせると効

こう

果
か
的
てき
でしょう。また、各

かく
課
か
の練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
は、

語
ご
彙
い
・表

ひょう
現
げん
の復

ふく
習
しゅう
にも使

つか
えますし、宿

しゅく
題
だい

にもできます。必
かなら
ずしも１課

か
から順

じゅん
番
ばん
に

進
すす
める必

ひつ
要
よう
がないので、副

ふく
教
きょう
材
ざい
としての

利
り
用
よう
もいろいろ考えられるでしょう。

し ん か ん きょう ざ い と しょ しょう かい
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ドラマで復
ふく
習
しゅう
する文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い

この教
きょう
材
ざい
は、「新

しん
日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
I、I I」

（各
かく
25課

か
）を九

ここの
つに分

わ
け、それぞれの範

はん

囲
い
内
ない
で学
がく
習
しゅう
した文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
、表

ひょう
現
げん
を使
つか
っ

て作
つく
られたドラマをビデオ化

か
したもので

す。一
ひと
つ一
ひと
つのドラマは10 分

ぷん
程
てい
度
ど
のも

ので、内
ない
容
よう
は、次

つぎ
のような構

こう
成
せい
になって

います。

①「いっしょに飲
の
みませんか」（1～7課

か
）

②「あの映
えい
画
が
が見

み
たいです」（8～13課

か
）

③「気
き
をつけてください」（14～19課

か
）

④「傘
かさ
がないと困

こま
るでしょう」（20～25課

か
）

⑤「宝
たから
くじ」（26～30課

か
）

⑥「今
きょ
日
う
から社

しゃ
会
かい
人
じん
」（31～35課

か
）

⑦「冬
ふゆ
美
み
がんばる」（36～40課

か
）

⑧「地
じ
震
しん
」（41～45課

か
）

⑨「秘
ひ
密
みつ
の指
ゆび
輪
わ
」（45～50課

か
）

前
ぜん
半
はん
の①～④は初

しょ
級
きゅう
レベルで、ある会

かい

社
しゃ
に勤
つと
める4 人

にん
の20 代

だい
の男
だん
女
じょ
の日
にち
常
じょう
生
せい

活
かつ
を描
えが
いています。後

こう
半
はん
の⑤～⑨は初

しょ
中
ちゅう

級
きゅう
レベルで、祖

そ
父
ふ
、両

りょう
親
しん
、20 代

だい
の子

こ
供
ども

2
ふたり
人の、ある5 人

にん
家
か
族
ぞく
にふりかかるいろ

いろな事
じ
件
けん
をコミカルに描

えが
いています。

使
つか
われている文

ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
が限
かぎ
られている

ため、特
とく
に前
ぜん
半
はん
の4 話

わ
は、会

かい
話
わ
の運
はこ
び方
かた

や話
はな
すスピード、人

にん
間
げん
関
かん
係
けい
による言

こと
葉
ば
の

使
つか
い分

わ
けなどに不

ふ
自
し
然
ぜん
さやぎこちなさが

見
み
られます。しかし、文

ぶん
型
けい
積
つ
み上

あ
げ方
ほう
式
しき

で日
に
本
ほん
語
ご
を学
がく
習
しゅう
している初

しょ
級
きゅう
レベルの学

がく

習
しゅう
者
しゃ
が、自

じ
分
ぶん
たちが今

いま
までに勉

べん
強
きょう
してき

た文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
、表

ひょう
現
げん
をどのように使

つか
った

ら、現
げん
実
じつ
の場

ば
面
めん
でコミュニケーションで

きるのかを確
たし
かめるのに役

やく
に立

た
ちます。

ドラマのいろいろな使
つか
い方
かた

ビデオ教
きょう
材
ざい
は、少

しょう
々
しょう
わからない言

こと
葉
ば
や

表
ひょう
現
げん
があっても、映

えい
像
ぞう
を追

お
うことによっ

て内
ない
容
よう
を推
すい
測
そく
し、理

り
解
かい
することができる

という利
り
点
てん
をもっています。ですから、

教
きょう
師
し
が工

く
夫
ふう
すれば、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルに合

あ

わせていろいろな使
つか
い方
かた
を考

かんが
えることが

できます。たとえば、ビデオ

を見
み
た後
あと
で、ドラマの内

ない
容
よう
を

簡
かん
単
たん
な日

に
本
ほん
語
ご
で説

せつ
明
めい
させた

り、途
と
中
ちゅう
でビデオを止

と
めて話

はなし

の続
つづ
きを想

そう
像
ぞう
させたり、音

おと
を

消
け
して会

かい
話
わ
文
ぶん
を作

つく
らせたり、

あるいは同
おな
じような場

ば
面
めん
での

ドラマを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
に作
つく
らせ、

クラスで発
はっ
表
ぴょう
させたりするこ

ともできます。

ドラマから日
に
本
ほん
人
じん
の

生
せい
活
かつ
を学

まな
ぶ

後
こう
半
はん
の 5 つのドラマは、

会
かい
話
わ
の進
すす
め方
かた
や言
こと
葉
ば
の使
つか
い方
かた

が自
し
然
ぜん
な日

に
本
ほん
語
ご
に近
ちか
く、また

トピックも上
うえ
に挙

あ
げたように

現
げん
代
だい
の日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
や考

かんが
え方

かた

を知
し
る上
うえ
でヒントになりそう

なものが選
えら
ばれています。で

すから、初
しょ
中
ちゅう
級
きゅう
レベルの簡

かん
単
たん

な日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の授
じゅ
業
ぎょう
にも利

り
用
よう
す

ることができます。たとえば、

第
だい
6 話

わ
「今

きょう
日から社

しゃ
会
かい
人
じん
」

は、大
だい
学
がく
を卒
そつ
業
ぎょう
して会

かい
社
しゃ
に入
はい

ったばかりの新
しん
入
にゅう
社
しゃ
員
いん
がどの

ような研
けん
修
しゅう
を受

う
け、どのよう

に仕
し
事
ごと
をしていくかを簡

かん
単
たん
に

紹
しょう
介
かい
しています。このビデオ

をもとにして『働
はたら
きすぎ』と

❝文
ぶん
型
けい
や語

ご
彙
い
の使
つか
い方
かた
を学
まな
ぶ初
しょ
級
きゅう
ビデオ教

きょう
材
ざい

❞

言
い
われる日

に
本
ほん
人
じん
の仕

し
事
ごと
の仕

し
方
かた
について考

かんが

え、話
はな
し合

あ
うことができるでしょう。他

ほか

に第
だい
5 話

わ
「宝

たから
くじ」や第

だい
8 話

わ
「地

じ
震
しん
」な

ども現
げん
代
だい
の日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
を考

かんが
える上

うえ
で

おもしろいヒントを与
あた
えてくれます。

最
さい
後
ご
に、この教

きょう
材
ざい
とは別

べつ
に、同

おな
じ「新

しん

日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
I、I I」の各

かく
課
か
の「会

かい
話
わ
」を

そのままビデオ化
か
した「会

かい
話
わ
ビデオ」も

発
はつ
売
ばい
されていますので、いっしょに紹

しょう
介
かい

しておきます。

『新
しん
日
に
本
ほん
語
ご
の基

き
礎
そ
復
ふく
習
しゅう
ビデオ』

新入社員の研修は厳しい……（第６話「今日から社会人」より）

地震はいつ起こるかわからない……（第８話「地震」より）

人と人がぶつかって……（第３話「気をつけてください」より）

■pp.18～21は、以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

前
まえ
田
だ
網
つな
紀
き
、坪
つぼ
山
やま
由
ゆ
美
み
子
こ
、百
もも
瀬
せ
侑
ゆう
子
こ
、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、木

き
谷
たに
直
なお
之
ゆき
、小

こ
坂
さか
昌
まさ
子
こ
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この本
ほん
は、現

げん
代
だい
の日

に
本
ほん
の習

しゅう
慣
かん
、社
しゃ
会
かい
的
てき

常
じょう
識
しき
、日

に
本
ほん
人
じん
の考

かんが
え方
かた
などについて基

き
本
ほん

的
てき
な知

ち
識
しき
を身

み
に付

つ
けることができる本

ほん
で

す。この本
ほん
が考

かんが
えている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、日

に
本
ほん

で日
に
本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
する人

ひと
ですが、海

かい
外
がい
で日

に

本
ほん
語
ご
を勉
べん
強
きょう
する人

ひと
たちも使

つか
えます。初

しょ
級
きゅう

のレベルに合
あ
わせて字

じ
を少
すく
なくし、絵

え
や

白
しろ
黒
くろ
写
しゃ
真
しん
、統

とう
計
けい
資
し
料
りょう
で、現

げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
社
しゃ
会
かい

について様
さま
々
ざま
な情

じょう
報
ほう
を示
しめ
しています。漢

かん

字
じ
には全

すべ
てふりがながついています。

構
こう
成
せい
は、大

おお
きく三

みっ
つの部

ぶ
分
ぶん
に分

わ
かれま

す。第
だい
1部

ぶ
は生
せい
活
かつ
編
へん
で11章

しょう
、第
だい
2部

ぶ
は地

ち

理
り
編
へん
5章

しょう
、第
だい
3部

ぶ
は社
しゃ
会
かい
編
へん
の11章

しょう
ででき

ています。各
かく
章
しょう
には「知

し
っていますか」

「考
かんが
えましょう」「書

か
きましょう」のうち、

どれか一
ひと
つのタスク（課

か
題
だい
）があります。

一
いち
部
ぶ
のタスクの答

こたえ
は巻

かん
末
まつ
に出

で
ています。

このタスクの名
な
前
まえ
が示

しめ
すよう

に、この本
ほん
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
につ

いて、自
じ
分
ぶん
で考

かんが
え、その考

かんが
えを

日
に
本
ほん
語
ご
で表

ひょう
現
げん
すること（話

はな
した

り、書
か
いたりすること）を求

もと
め

ています。

各
かく
章
しょう
のテーマに沿

そ
ったキーワ

ードがページの下
した
の方
ほう
にまとめ

られています。そして巻
かん
末
まつ
には

キーワードの索
さく
引
いん
もあります。

第
だい
1 部

ぶ
から第

だい
3 部

ぶ
へ進
すす
むにした

がって、語
ご
彙
い
や文
ぶん
型
けい
が難

むずか
しくな

ります。しかし各
かく
章
しょう
の内
ない
容
よう
は独
どく

■データ■
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日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
の段

だん
階
かい
が少

すこ
し進

すす
んだと

き、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がよくする質

しつ
問
もん
の一
ひと
つに、意

い

味
み
や使
つか
い方
かた
がよく似

に
ていることばの使

つか
い

分
わ
けに関

かん
するものがあります。本

ほん
書
しょ
では、

このようなことばを類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
と呼

よ
び、類

るい

似
じ
表
ひょう
現
げん
を教
おし
える際

さい
に必
ひつ
要
よう
なことばの知

ち
識
しき

と指
し
導
どう
上
じょう
のポイントを項

こう
目
もく
ごとに簡

かん
潔
けつ
に

まとめています。

取
と
りあげられている項

こう
目
もく
は、「うっか

り」「つい」「思
おも
わず」、「すむ」「くらす」、

「気
き
持
も
ち」「気

き
分
ぶん
」「機

き
嫌
げん
」、「～ず」「～ず

に」「～なくて」「～ないで」など、品
ひん
詞
し

はさまざまですが、どれも学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の疑

ぎ
問
もん

に対
たい
して明

めい
確
かく
に答
こた
えることが難

むずか
しいもの

ばかりです。各
かく
項
こう
は、「問

もん
題
だい
点
てん
」「意

い
味
み
・

用
よう
法
ほう
」「まとめ」「指

し
導
どう
上
じょう
のポイント」か

ら構
こう
成
せい
されています。イラストをつけて

わかりやすくしているものもあります。

巻
かん
末
まつ
には、例

れい
文
ぶん
の適

てき
否
ひ
の判

はん
定
てい
の根

こん
拠
きょ
にな

ったアンケート調
ちょう
査
さ
の方
ほう
法
ほう
とその結

けっ
果
か
の

一
いち
部
ぶ
が収

しゅう
録
ろく
されています。

本
ほん
書
しょ
の特

とく
徴
ちょう
は学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
に合

あ
わ

せた例
れい
文
ぶん
の与
あた
え方
かた
や指

し
導
どう
のポイントが示

しめ

されている点
てん
です。具

ぐ
体
たい
的
てき
な教

きょう
室
しつ
での指

し

導
どう
法
ほう
や何
なに
をどこまで提

てい
示
じ
するかに関

かん
して

は教
きょう
師
し
ひとりひとりが考

かんが
えなければなり

ませんが、それらを決
き
めるために「意

い

味
み
・用
よう
法
ほう
」「まとめ」「指

し
導
どう
上
じょう
のポイント」

は役
やく
に立

た
ちます。また、ここで取

と
りあげ

られていないことばについて指
し
導
どう
する場

ば

合
あい
にも、意

い
味
み
や用
よう
法
ほう
の整
せい
理
り
のし方

かた
や指

し
導
どう

『類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
の使

つか
い分

わ
けと指

し
導
どう
法
ほう
』

❝類
るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
の違
ちが
いをわかりやすく教

おし
えるための参

さん
考
こう
書
しょ

❞

❝現
げん
代
だい
日
に
本
ほん
のようすについて学

まな
ぶ教

きょう
科
か
書
しょ

❞

法
ほう
について本

ほん
書
しょ
からヒントが得

え
られるで

しょう。

立
りつ
していますから、テーマを選

えら
んで勉

べん
強
きょう

したり教
おし
えたりすることができます。

この本
ほん
には教

きょう
師
し
用
よう
指
し
導
どう
書
しょ
もついていま

す。こちらには、各
かく
章
しょう
ごとに「学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
」

と「授
じゅ
業
ぎょう
で準

じゅん
備
び
するもの」、テーマに沿

そ

った説
せつ
明
めい
が書

か
かれていますが、漢

かん
字
じ
にふ

りがなはありません。

『話
はな
そう考

かんが
えよう　初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
』

p.28

p.23



上
じょう
級
きゅう
以
い
上
じょう
の日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
が必
ひつ
要
よう
でしょう。

この辞
じ
典
てん
の構
こう
成
せい
は次
つぎ
のようになってい

ます。まず文
ぶん
法
ぽう
的
てき
観
かん
点
てん
から誤

ご
用
よう
を８分

ぶん
野
や

に分
ぶん
類
るい
しています。８分

ぶん
野
や
とは、ムード、

テンス・アスペクト、自
じ
動
どう
詞
し
・他

た
動
どう
詞
し
・

ヴォイス、やりもらい、取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
、

格
かく
助
じょ
詞
し
・連

れん
体
たい
助
じょ
詞
し
・複

ふく
合
ごう

助
じょ
詞
し
、連

れん
用
よう
修
しゅう
飾
しょく
・連

れん
体
たい
修
しゅう

飾
しょく
、従

じゅう
属
ぞく
節
せつ
です。これら

がさらに、下
か
位
い
の86 項

こう

目
もく
に分

わ
けられます。たと

えば、ムードには「らし

い」「ようだ」など 20

項
こう
目
もく
があります。従

じゅう
属
ぞく
節
せつ

には、条
じょう
件
けん
節
せつ
の「たら」

「ば」「と」「なら」など

があります。どれも日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
でよく取

と
り上

あ
げら

れる問
もん
題
だい
です。

各
かく
項
こう
目
もく
は、まず意

い
味
み
・機

き
能
のう
の説

せつ
明
めい
と例

れい

文
ぶん
が提
てい
示
じ
され、次

つぎ
に以

い
下
か
の４要

よう
素
そ
が述

の
べ

られています。①誤
ご
用
よう
関
かん
連
れん
項
こう
目
もく
図
ず
、②誤

ご

用
よう
例
れい
文
ぶん
、③誤

ご
用
よう
の傾

けい
向
こう
、④指

し
導
どう
のポイン

ト。①は、誤
ご
用
よう
項
こう
目
もく
が関

かん
連
れん
する項

こう
目
もく
を網

もう

羅
ら
的
てき
に図

ず
示
し
しています。②は、誤

ご
用
よう
例
れい
文
ぶん

で、６種
しゅ
類
るい
に下

か
位
い
分
ぶん

類
るい
されます。例

れい
文
ぶん
は、

約
やく
千
せん
です。これらは

実
じっ
際
さい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の作

さく
文
ぶん

からとられ、レベル

は初
しょ
中
ちゅう
級
きゅう
です。各

かく
例
れい

文
ぶん
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の国

こく
名
めい
と

学
がく
習
しゅう
年
ねん
数
すう
が付

つ
いてい

ます。③は、誤
ご
用
よう
の

傾
けい
向
こう
と原

げん
因
いん
を説

せつ
明
めい
し

ています。④は指
し
導
どう

に役
やく
立
だ
つ点

てん
を簡

かん
潔
けつ
に

述
の
べています。
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ある言
げん
語
ご
を学
がく
習
しゅう
するときに、誤

ご
用
よう
は避

さ

けられません。それを前
ぜん
提
てい
として、問

もん
題
だい

が２点
てん
あります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の立

たち
場
ば
からは、

ある表
ひょう
現
げん
が誤

ご
用
よう
かどうかということで

す。教
きょう
師
し
の立
たち
場
ば
からは、誤

ご
用
よう
があった場

ば

合
あい
、それをどう指

し
導
どう
するかということで

す。普
ふ
通
つう
の辞

じ
典
てん
では、正

ただ
しい表

ひょう
現
げん
は書

か
か

れていますが、誤
ご
用
よう
は書

か
かれていません。

また、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
をどう指

し
導
どう
するかについて

も書
か
かれていません。しかし、この辞

じ
典
てん

にはどちらも書
か
かれています。

この辞
じ
典
てん
の日

に
本
ほん
語
ご
を理

り
解
かい
するためには、
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書
しょ
名
めい
からもわかるように、この本

ほん
は、

レポート・論
ろん
文
ぶん
の書

か
き方
かた
を実
じっ
際
さい
に練
れん
習
しゅう
す

るための本
ほん
です。

日
に
本
ほん
人
じん
大
だい
学
がく
生
せい
や日

に
本
ほん
で学
まな
ぶ留

りゅう
学
がく
生
せい
を対
たい

象
しょう
にして作

さく
成
せい
されたものですが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

の日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
や目
もく
標
ひょう
を考

かんが
えて教

きょう
師
し
が内
ない
容
よう
を

取
しゅ
捨
しゃ
選
せん
択
たく
したり、口

こう
頭
とう
での説

せつ
明
めい
を詳
くわ
しく

すれば、海
かい
外
がい
の大
だい
学
がく
や大
だい
学
がく
院
いん
でも使

つか
うこ

とができます。

全
ぜん
体
たい
の構
こう
成
せい
は次
つぎ
のとおりです。

▼基
き
礎
そ
編
へん

「よく使
つか
われる文

ぶん
の形

かたち
」「よく使

つか
われ

る語
ご
と表

ひょう
現
げん
」「引

いん
用
よう
」「句

く
読
とう
点
てん
」「表

ひょう
記
き
規
き

則
そく
」「まとめと練

れん
習
しゅう
」から成

な
り、論

ろん
文
ぶん
を

書
か
くために必

ひつ
要
よう
な基

き
本
ほん
的
てき
なルールについ

て説
せつ
明
めい
と練
れん
習
しゅう
があります。

▼論
ろん
文
ぶん
編
へん

論
ろん
文
ぶん
の基

き
本
ほん
的
てき
な構
こう
成
せい
であ

る「序
じょ
論
ろん
」「本

ほん
論
ろん
」「結

むす
び」

について、その役
やく
割
わり
、書

か
き

方
かた
の説

せつ
明
めい
などがあります。

また、「日
に
本
ほん
は豊

ゆた
かか」と

いうテーマで論
ろん
文
ぶん
を書

か
くと

いう課
か
題
だい
が出

だ
され、実

じっ
際
さい
に

論
ろん
文
ぶん
の書

か
き方
かた
が練
れん
習
しゅう
できる

ようになっています。

▼資
し
料
りょう
編
へん

『日
に
本
ほん
語
ご
誤
ご
用
よう
例
れい
文
ぶん
小
しょう
辞
じ
典
てん
』

❝指
し
導
どう
を視

し
野
や
に入

い
れ誤

ご
用
よう
を分
ぶん
類
るい
整
せい
理
り
した辞

じ
典
てん

❞

『大
だい
学
がく
生
せい
と留

りゅう
学
がく
生
せい
のための論

ろん
文
ぶん
ワークブック』

❝日
に
本
ほん
語
ご
でレポート・論

ろん
文
ぶん
を書

か
く人

ひと
のためのワークブック ❞

付
ふ
属
ぞく
要
よう
素
そ
（表

ひょう
題
だい
、要
よう
旨
し
、キーワード、目

もく

次
じ
、付

ふ
記
き
、注

ちゅう
、参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
、付

ふ
録
ろく
）の書

か
き

方
かた
について、説

せつ
明
めい
と練
れん
習
しゅう
があります。

練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
の解

かい
答
とう
をまとめた別

べっ
冊
さつ
の「解

かい

答
とう
編
へん
」がついていて、独

どく
習
しゅう
用
よう
としても使

つか

えるようになっていますが、問
もん
題
だい
によっ

ては解
かい
答
とう
例
れい
がないものもあるので、海

かい
外
がい

の学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が独

どく
習
しゅう
用
よう
とし

て使
つか
うのには限

げん
界
かい
があ

るようです。

なお、この本
ほん
を終

お
わ

りまで学
がく
習
しゅう
するために

は、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は上

じょう
級
きゅう
レベ

ルの日
に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を必

ひつ
要
よう
と

しますが、教
きょう
師
し
が「基

き

礎
そ
編
へん
」の部

ぶ
分
ぶん
を用

もち
いて

工
く
夫
ふう
して教

おし
えれば、中

ちゅう

級
きゅう
レベルの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を対

たい

象
しょう
にしても使

つか
えます。

p.62

論
ろん
文
ぶん
でよく使

つか
われる表

ひょう
現
げん
、

論
ろん
理
り
の展
てん
開
かい
の方
ほう
法
ほう
、論
ろん
文
ぶん
の




